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７
月
15
日
号
で

八
尾
市
の
森
川
勝

氏
が
蝉
の
鳴
き
声

の
今
昔
の
変
化
に

言
及
し
て
い
る
（
リ
レ
ー
エ

ッ
セ
イ
『
原
点
の
夏
』）。

　

人
類
の
多
く
は
絶
滅
し
現

在
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
１
種
類

だ
け
が
生
き
残
っ
て
い
る

が
、
蝉
は
約
３
０
０
０
種
以

上
も
お
り
、
樹
木
さ
え
あ
れ

ば
、
寒
帯
を
除
く
ど
こ
に
で

も
、
無
論
都
会
に
で
も
生
息

し
て
い
る
。

　

そ
の
生
態
、
分
布
、
孵
化

時
期
な
ど
が
環
境
変
化
に
影

響
さ
れ
や
す
い
の
で
、
鳴
き

声
や
抜
け
殻
の
調
査
を
組
織

的
系
統
的
に
実
施
す
れ
ば
自

然
環
境
の
診
断
に
有
効
だ
。

　
『
セ
ミ
類
を
指
標
に
し
て
市

街
地
の
自
然
環
境
を
診
断
す

る
』（
北
元
敏
夫
、鍼
灸 osaka

14
号
１
巻
）や『
や
さ
し
い
自

然
観
察
会 Field School For

Cicadas at Takatsuki City

』

（
北
元
敏
夫
、山
崎
一
夫
、

関
西
自
然
保
護
機
構
会
報
19

〔
１
〕）等
の
文
献
が
あ
る
。

　

蝉
だ
け
で
な
く
タ
ン
ポ
ポ

の
よ
う
な
身
近
な
植
物
も
環

境
診
断
の
指
標
に
な
る
ら
し

い
。

　

ち
な
み
に
、
重
要
な
テ
ー

マ
の
研
究
者
は
蝉
や
タ
ン
ポ

ポ
と
同
様
で
、
患
者
や
居
酒

屋
の
常
連
み
た
い
な
身
近
な

人
達
で
あ
る
。

歯科医療充実させる絶好のチャンス
　

衆
議
院
総
選
挙
で
は
、
雇
用
や
社
会
保
障
を
破
壊
し
て
き
た
「
構
造
改
革
」
路
線
を
進
め
た

自
公
政
治
「
ノ
ー
」
の
意
志
が
示
さ
れ
た
。
新
政
権
の
下
で
開
か
れ
る
国
会
は
、「
構
造
改

革
」
路
線
と
き
っ
ぱ
り
決
別
す
る
明
確
な
道
筋
を
求
め
る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
。
協
会
は
、

「
歯
科
界
の
将
来
に
希
望
が
持
て
な
い
」「
国
民
を
守
る
べ
き
政
策
の
充
実
を
」
な
ど
、
会
員

署
名
に
寄
せ
ら
れ
た
声
を
力
に
16
日
、
新
国
会
に
む
け
て
要
請
行
動
を
実
施
す
る
。

　

民
主
党
は
今
年
度
未
執
行

の
補
正
予
算
を
組
み
換
え
、

来
年
度
の
概
算
要
求
も
白
紙

に
戻
し
て
編
成
す
る
と
し
て

い
る
。
概
算
要
求
の
見
直
し

な
ど
に
む
け
、
患
者
負
担
の

軽
減
と
診
療
報
酬
の
10
％
の

引
き
上
げ
実
現
を
目
指
し
、

予
算
確
保
を
要
請
す
る
。
同

時
に
、
総
選
挙
時
の
政
党
ア

ン
ケ
ー
ト
の
回
答
の
中
で
協

会
要
求
と
一
致
す
る
、「
効

果
や
安
全
性
が
確
立
し
た
歯

科
技
術
に
つ
い
て
、
速
や
か

に
保
険
を
適
用
す
る
」「
保

険
外
併
用
療
養
費
（
選
定
療

養
）
を
拡
大
し
な
い
こ
と
に

賛
成
す
る
」
な
ど
の
実
現
に

も
迫
っ
て
い
く
。

　

同
党
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
や

政
策
集
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｘ
２
０
０

９
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
廃
止
や
、
レ
セ
プ
ト
オ
ン

ラ
イ
ン
請
求
義
務
化
を
「
原

則
化
」
と
す
る
な
ど
、
協
会

・
保
団
連
要
求
と
部
分
的
に

合
致
す
る
内
容
を
掲
げ
て
い

る
が
、
社
会
保
障
個
人
会
計

に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
「
税

と
社
会
保
障
制
度
共
通
の
番

号
」
導
入
な
ど
看
過
で
き
な

い
も
の
も
あ
る
。

　

ま
た
、
診
療
報
酬
に
つ
い

て
は
、
長
期
的
に
総
医
療
費

を
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

加
盟
国
平
均
の
８
・
９
％
ま

で
引
き
上
げ
る
と
し
て
い
る

が
、
具
体
的
に
明
示
し
て
い

る
の
は
入
院
や
小
児
医
療
な

ど
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
開

業
医
や
歯
科
医
療
分
野
に
は

言
及
し
て
い
な
い
。

　

協
会
は
、
住
民
の
命
と
健

康
を
守
る
と
い
う
開
業
医
が

地
域
医
療
の
中
で
果
た
す
役

割
の
重
要
性
を
訴
え
、
景
気

悪
化
で
国
民
・
患
者
の
受
診

抑
制
が
進
み
、
切
実
に
求
め

ら
れ
て
い
る
「
保
険
で
よ
い

歯
科
医
療
」
の
実
現
と
と
も

に
、
診
療
報
酬
改
善
の
要
求

を
届
け
る
。

　

診
療
現
場
か
ら
の
リ
ア
ル

な
「
声
」
を
そ
え
て
、
協
会

が
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
会

員
署
名
に
ご
協
力
頂
き
た

い
。

  

歯
科
医
療
の
実
現  

②

協
会
政
策
部

協
会
政
策
部

保
険
で
よ
り
良
い

保
険
で
よ
り
良
い

診療報酬引き上げと患者の
窓口負担軽減求める会員署名
　協会・保団連は来年度の予算編成にむ
け、①診療報酬の10％以上の引き上げ②患
者の窓口負担の軽減（子どもと高齢者は無
料に）③後期高齢者医療制度の廃止④診療
報酬のオンライン請求義務化の撤回――を
求めて会員署名に取り組んでいます。
　新しい政府に、歯科医療の窮状の改善を
訴えるために、会員の先生方のご協力をお
願いします。
（署名は、FAXで協会までお寄せください）

　

経
税
部
は
８
月
29
日
、
協

会
税
理
士
団
の
西
村
博
史
氏

を
講
師
に
「
税
務
調
査
対
策

講
習
会
」
を
開
い
た
。

　

西
村
氏
は
、
①
税
務
署
内

部
の
組
織
が
内
部
事
務
を
極

力
外
注
化
し
署
員
の
大
半
を

税
務
調
査
に
振
り
向
け
る
体

制
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
②
一

般
の
税
務
調
査
は
任
意
調
査

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

強
制
調
査
で
あ
る
か
の
よ
う

に
署
員
は
権
限
を
無
制
限
に

拡
大
し
、
納
税
者
の
権
利
を

無
視
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と

③
税
務
調
査
の
連
絡
が
あ
っ

た
場
合
の
対
応
法―

―

を
具

体
的
に
解
説
し
た
。

　

こ
の
間
、
国
税
庁
は
内
部

事
務
の
Ｉ
Ｔ
化
（
デ
ー
タ

化
）
を
図
っ
て
納
税
者
の
情

報
を
一
元
的
に
管
理
す
る
と

と
も
に
、
税
務
署
で
の
納
税

者
の
相
談
事
務
を
廃
止
し

て
、
外
部
（
税
理
士
）
に
委

託
す
る
な
ど
し
て
い
る
。
署

員
の
55
％
の
ノ
ル
マ
を
課
し

つ
つ
、
税
務
調
査
に
当
た
ら

せ
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い

る
。

　

８
月
以
降
、
税
務
調
査
が

医
療
機
関
で
も
本
格
化
し
て

い
る
。
税
務
調
査
が
所
得
税

法
２
３
４
条
の
規
定
の
み
で

実
施
さ
れ
て
い
る
た
め
、
署

員
の
権
限
に
制
限
が
か
か
ら

ず
、
強
制
調
査
ま
が
い
の
無

予
告
の
調
査
も
行
わ
れ
る
状

況
に
あ
る
。

　

講
師
の
西
村
氏
は
、
具
体

的
な
調
査
の
手
法
と
対
応
法

に
つ
い
て
、
協
会
・
保
団
連

が
推
奨
す
る
「
税
務
調
査
対

応
の
心
得
10
の
ポ
イ
ン
ト
」

を
参
考
に
し
な
が
ら
解
説
し

た
。
調
査
で
青
色
申
告
の
取

り
消
し
を
受
け
な
い
た
め

に
、
普
段
か
ら
①
売
り
上
げ

の
漏
れ
が
な
い
か
（
自
由
診

療
）
②
架
空
経
費
が
な
い
か

―
―

を
確
認
し
て
い
れ
ば
、

修
正
申
告
す
る
こ
と
は
あ
っ

て
も
、
取
り
消
し
の
扱
い
を

受
け
る
こ
と
は
な
く
、
毅
然

と
し
た
態
度
で
臨
む
こ
と
が

肝
要
だ
と
強
調
し
て
講
習
を

締
め
く
く
っ
た
。

強
制
ま
が
い
無
予
告
調
査
も

事
務
外
注
し
署
員
の
大
半
を
動
員

税 務 調 査
対策講習会

　

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

誰
で
も
、
お
金
の
心
配
な
く

受
診
で
き
る―

―

。
世
界
に

誇
る
日
本
の
国
民
皆
保
険
制

度
が
い
ま
、
形
骸
化
し
つ
つ

あ
る
。
そ
の
原
因
の
一
つ

が
、
高
す
ぎ
る
患
者
窓
口
負

担
で
あ
る
。
診
療
代
を
支
払

え
ず
、
歯
周
病
の
治
療
を
中

断
し
た
り
、
入
れ
歯
を
あ
き

ら
め
た
り
す
る
人
が
増
え
、

深
刻
な
事
態
が
広
が
っ
て
い

る
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

最
低
水
準
の
日
本

　

日
本
の
窓
口
負
担
は
、
通

院
・
入
院
と
も
に
３
割
（
現

役
世
代
）。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経

済
協
力
開
発
機
構
）
加
盟
30

カ
国
を
み
る
と
、
12
カ
国
が

口
負
担
は
異
常
と
言
え
る
ほ

ど
高
額
で
あ
る
。

　

日
本
で
も
１
９
８
０
年
代

初
め
ま
で
は
、
健
康
保
険
本

人
や
70
歳
以
上
の
医
療
費
は

無
料
だ
っ
た
。
し
か
し
、
歴

代
自
民
党
政
権
に
よ
る
相
次

ぐ
社
会
保
障
改
悪
で
、
窓
口

　

特
に
歯
科
で
は
、
治
療
代

を
理
由
に
し
た
受
診
抑
制
が

顕
著
に
表
れ
て
い
る
。
民
間

会
社
の
歯
科
医
療
調
査
で

は
、
歯
科
に
１
年
以
上
「
行

き
た
い
け
ど
行
っ
て
い
な

い
」
人
は
５
割
以
上
と
多

く
、
そ
の
理
由
は
４
人
に
一

原
則
無
料
で
、
低
額
の
一
部

負
担
金
や
償
還
払
い
な
ど
実

質
低
負
担
の
国
を
含
め
る

と
、
８
割
も
の
国
が
お
金
の

心
配
な
く
医
療
を
受
け
ら
れ

る
制
度
に
な
っ
て
い
る
。
世

界
的
に
み
て
も
、
日
本
の
窓

負
担
が
連
続
的
に
引
き
上
げ

ら
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

世
界
で
も
最
低
水
準
の
負
担

割
合
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

治
療
費
理
由
に

通
院
を
中
断

人
が
「
お
金
が
か
か
る
か

ら
」
と
回
答
。
日
本
医
療
政

策
機
構
の
調
査
で
も
、
低
所

得
者
層
の
４
割
が
治
療
中
断

は
、
た
っ
た
５
６
６
万
人
に

と
ど
ま
っ
て
お
り
、
窓
口
負

担
が
重
す
ぎ
て
必
要
な
歯
科

治
療
が
受
け
ら
れ
な
い
状
況

を
生
み
出
し
て
い
る
。

　

協
会
・
保
団
連
は
、
患
者

が
お
金
の
心
配
を
せ
ず
に
受

診
で
き
る
よ
う
に
諸
外
国
と

比
べ
て
異
常
に
高
い
窓
口
負

担
の
引
き
下
げ
を
国
に
求
め

て
い
る
。
特
に
、
医
療
を
必

要
と
し
て
い
る
高
齢
者
と
子

ど
も
の
窓
口
負
担
を
無
料
に

す
る
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。

国
民
皆
保
険
制
度
の
日
本
で

は
、
お
金
の
あ
る
な
し
に
関

係
な
く
、
誰
も
が
平
等
に
必

要
な
医
療
を
受
け
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
早
期
発
見

・
早
期
治
療
で
歯
を
失
う
前

に
必
要
な
治
療
が
お
こ
な
え

る
よ
う
、
高
す
ぎ
る
窓
口
負

担
の
引
き
下
げ
は
欠
か
せ
な

い
問
題
だ
。

 

（
つ
づ
く
）

の
経
験
が
あ
る

と
答
え
て
い

る
。
厚
労
省
の

歯
科
疾
患
実
態

調
査
（
05
年
）

で
は
、
成
人
の

８
割
に
「
歯
周

疾
患
の
所
見
あ

り
」
と
い
う
結

果
が
出
て
い

る
。
人
口
で
表

す
と
実
に
７
０

０
０
万
人
の
大

人
が
歯
周
病

だ
。
し
か
し
、

歯
科
医
院
に
通

っ
て
い
る
人

OECD各国の窓口負担
【原則無料】 【定額制・償還などで実質低負担】
イギリス、イタリア、オラン
ダ、スペイン、カナダ、デンマ
ーク、チェコ、ギリシャ、ハン
ガリー、ポーランド、スロバキ
ア、トルコ

オーストラリア、フランス、ド
イツ、ポルトガル、スウェーデ
ン、フィンランド、ニュージー
ランド、アイスランド、ノルウ
ェー

【原則無料（一部高所得者有料）】【定率負担】
オーストリア、アイルランド、
メキシコ

ルクセンブルク（５％）、ベル
ギー（10％）、スイス（10％）、
日本（30％）、韓国（30％）

OECD編著『世界の医療制度改革』から外来の窓口負担で分類

世
界
で
も
異
常
な
３
割
負
担

歯
科
で
深
刻
な
受
診
抑
制

　協会は、レセオンライン義務化撤回
を勝ち取るため、９月25日に行われる
第２回口頭弁論に向け、緊急に院長署
名に取り組んでいます。裁判官へ保険
医の切実な声を届けますので、ぜひ署
名にご協力ください。用紙は今号に折
り込んでいます。

レセオンライン訴訟

裁判官に現場の声を

【第２回口頭弁論】
日時　９月25日（金）
　　　午後１時15分～１時30分
場所　大阪地方裁判所
※小澤力・協会副理事長が意見陳述し
ます。終了後、報告集会を開きま
す。

●傍聴および報告集会に、ぜひご参加
ください 　　　　　　　　　　

◆ 歯科医師の姉夫婦の２人の息子、そして私の２人の息
子の４人の青年が工学部に進学しました。３人の歯科
医師、３つの医院に後継者がいなくなりました。将来
に希望が持てないからです。
◆ 国民の健康を守り、社会保障を充実させることこそ国
力を上げる基盤となる。安心して医療を受けられるよ
うに保障すべし。また歯科医師も生活を営めるように
現場に見合う診療報酬を望む。
◆ オンライン請求義務化なら少なくとも請求ソフトは国
が提供すべきである。すべての高速道路完全ETC化を
実施してそのための機材をドライバー負担にすればど
うなるか考えてみて欲しい。
◆ 多くの紙出しを強要せず現場に任せるような改正にす
べき。歯科医院の過剰感のある現在、患者の満足を得
られなければ自然淘汰されると思う。
◆ 歯科の深刻な状態は最終的にすべて国民にまわってき
ます。国民を守るべき政府が国民を切り捨てる。今の
政府は許されません。

（署名に寄せられた声）

訴訟日程訴訟日程

会員の声を新しい国会へ会員の声を新しい国会へ

経 税 部


